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協力者 年齢 性別 所属 日本滞在期間 インタビュー日 
ナレ 23 女性 WH 2006.9‐
2007.9 
2007.4.16/2007.9.17 
ウヨン 21 女性 WH 2008.2- 
2009.2 
2008.11.11/2009.2.2 
ジニ 21 女性 WH 2007.8- 
2008.8 
2008.4.8/2008.8.16 
ヘリム 23 女性 WH 2006.2‐ 
2007.2 
2007.2.6/2007.2.21 






ボミ 24 女性 専門学校 2006.3‐
2008.3 
2007.2.20/2007.3.6/2008.3.23 
ハナ 22 女性 専門学校 2007.1- 
2009.11現在 
2007.7.18/2008.6.3/2009.10.17 
ソンイ 21 女性 専門学校 2006.3- 
2009.11現在 
2006.7.17/2007.2.19/2008.4.12 





ユリ 19 女性 大学 2007.3- 
2009.11現在 
2007.8.3/2008.3.18/2008.8.11 
ヨナ 21 女性 大学 2007.3- 
2009.11現在 
2008.5.16/2008.12.8/2009.11.4 
ミジン 21 女性 大学 2007.3- 
2009.11現在 
2008.6.18/2009.6.10/2009.11.14 

















































































































順位 国・〈地域〉 総学習者数 初・中等教育 高等教育 学校教育以外 
１ 韓国 910,957 769,034 58,727 83,196 
２ 中国 684,366 76,020 407,603 200,743 
３ オーストラリア 366,165 352,629 9,395 4,141 
４ インドネシア 272,719 244,304 17,777 10,638 
５ 〈台湾〉 191,367 58,198 118,541 14,628 
































年度 ドイツ語 フランス語 スペイン語 中国語 日本語 
2006 41,111 35,797 6,111 160,122 381,045 
2007 30,745 32,115 5,924 163,422 388,878 








































































































































年 2003 2004 2005 2006 2007 
留学生 16,951 16,444 16,309 17,097 17,902 
就学生 6,560 7,286 6,397 8,254 9,742 
WHM 1,835 2,105 1,697 2,365 3,147 
総数 25,346 25,835 24,403 27,716 30,791 
  















































































































































































































































国籍 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 
オーストラリア 1,956 1,944 1,154 883 868 
日本 9,843 9,955 9,351 10,939 11,217 
カナダ 1,107 1,155 725 555 559 
日本 5,318 4,937 5,429 5,009 4,991 
ニュージーランド 377 275 196 137 166 
日本 4,032 3,789 3,093 2,784 2,411 
韓国 1,835 2,105 1,697 2,365 3,147 
日本 363 387 460 398 390 
フランス 363 421 341 395 431 
日本 375 525 550 600 650 
ドイツ 183 243 199 211 246 
日本 578 550 529 611 511 
英国 446 466 297 227 294 













 一方，韓国では，WH 制度は，1995 年のオーストラリアとの協定から始まった。その後，
1996年にカナダ，1999年にニュージーランド，日本との間で始まった。さらに，2009年から
はフランス，ドイツとの間のWHも開始された。また，2009年からはWH制度と類似した二
国間協定のプログラム，「The WEST (Work, English Study, Travel) Program」をアメリカと




【表 4－2 国別韓国人に対するワーキング・ホリデー査証発給数】17 
年 オーストラリア カナダ ニュージーランド 日本 
2004 9,513 500 891 1,800 
2005 17,706 800 797 1,800 
2006 24,007 800 1,071 3,600 
2007 28,562 800 2,050 3,600 






















得も難しいほど応募者が多い（表 4－3）。WH への応募者の増加に伴い，1999 年には 1,000
であった発給枠は，2002 年，1,800，2006 年，3,600 と徐々に拡大され，2009 年には 7,200




【表 4－3 韓国からのワーキング・ホリデー査証の申請数及び発給数の推移】18 
年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 
申請数 4,434 6,458 8,844 8,826 11,385 
発給数 1,789 1,800 1,801 3,600 3,600 
発給倍率 2.46 3.59 4.91 2.45 3.16 








    ① 大韓民国に居住する大韓民国の国民であること。  
    ② 主として休暇を過ごすために日本に入国する意図を有すること。  




    ③ 査証申請時の時点で，原則として 18 歳以上 25歳（やむを得ない事情があると認め 
   られる場合は 30歳）以下であること。  
    ④ 子を同伴しない者であること。  
    ⑤ 帰国のための切符を購入するための十分な資金及び日本において滞在の当初の期間 
   に生計を維持するための相当な資金を有すること（概ね 250万ウォン）。  
    ⑥ 健康であること。  
    ⑦ 以前に本件ワーキング・ホリデー制度を利用していないこと。  
    ⑧ 日本で生活するために必要な最低限度の日本語能力を有する，あるいは習得する意欲 




































































































































































































































































































































































































＊   ネットワーク   
                                                           途中でなくなったネットワーク   






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  ・日本語能力試験で1級または2級に合格。 
  ・留学生試験の「日本語」で200点以上を取得。 










































 工業 農業 医療 衛生 教育 商業 服飾 文（専） 文（日） 計 
韓国 308 1 11 490 11 325 241 624 603 2,614 

































































































































































































































































  ［中略］ 
 三代：何勉強したいの？ 1.110 
ミラ：観光ですね。1.111 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国公私 国立 公立 私立 合計 
性別 男性 女性 男性 女性 男性 女性   
大学院 1,243 1,043 53 64 492 714 3,609 
学部 843 788 67 95 3,202 4,190 9,185 
短大 0 0 0 0 98 237 335 
高専 2 1 0 0 0 0 3 
専修 0 0 3 1 2,114 3,093 5,211 
準備 0 0 0 0 199 320 519 
















 専攻区分 合計 男性 女性 
人文科学 5,045 1,575 3,470 
社会科学 5,495 2,767 2,728 
理学 157 97 60 
工学 2,522 1,924 598 
農学 262 132 130 
保健 248 89 159 
家政 1,243 335 908 
教育 528 133 395 
芸術 2,005 742 1,263 
その他 1,357 522 835 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ミジン：日本でもそうですけど，まあ，どこでもhh，あまり－  3.300 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参加者：2009年春学期 留学生24名 ボランティア学生（日本人）2名 
    2009年秋学期 留学生26名 ボランティア学生（日本人）5名 
活動概要： 
 （春学期の場合） 
   1－8週：「討論会」のテーマ決定 
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お ね が い
申し上げます






















저는, 한국인 유학생의 일본에서의 생활에 대해 연구를 행하고 있습니다. 
연구를 행하며, 한국인의 유학환경, 일본어 교육의 개선에 대해 참고하고 싶습니다. 
그러므로 여러분의 일본에서의 생활에 관한 것들의 인터뷰에 협력해주시기를 부탁드립
니다. 덧붙여, 이번 인터뷰의 내용에 대해서는 연구 목적 이외에는 어디에도 사용하지 않
습니다. 또한, 논문지필이나 발표의 경우, 조사 대상자의 이름 등은 일절 공표하지 않습니
다. 이 인터뷰 내용의 관리, 익명성 보장을 철저히 할것을 약속드립니다. 또한 인터뷰 후
에도 연구 협력의 거부나 인터뷰 발언 일부를 삭제해도 괜찮습니다. 
 
 
                        年     月  日 
                調査者 署名               












본인은, 상기의 내용을 확인한 후, 인터뷰에 응할 것과 상기 자료의 사용을 허
가하여도 좋습니다. 
 
                     年     月  日 
                   署名                
            日本での連絡先： 
 

























１． 重なり 複数の参加者の発話の重なりは，「//」。 
２． 密着 発話もしくは発話文が途切れなく密着は，「＝」。 
３． 聞き取り困難 聞き取り困難な箇所は，「〔  〕」。また，聞き取りが確定できないときは，
当該文字列が〔  〕でくくられる。 
４． 沈黙・間合い 音声が途絶えている状態は，その秒数を（ ）内に示す。5秒以下は，「・」
（・一つで 1秒）。 
５． 引き延ばし 直前の音の引き延ばしは，「:::」。 
６． 途切れ 言葉の不完全なままの途切れは，「‐」。 
７． 笑い声は「hh」。 
８． 声の大きさ 声が大きいときは下線。声が小さいときは，当該音声に「゜」。 
９． 音調 語尾上がりは，「？」。語尾が下がり区切りがついたときは，「。」。 














































































































































































 Ｎｏ．１        
早稲田大学 博士（日本語教育学） 学位申請 研究業績書 
 





































































































































用日本語シラバス』独立行政法人国際交流基金日本語国際センター（Board of Studies New S
outh Wales(1989). Japanese Years 7-10 Syllabus, Board of Studies New South Wales） 
 
《書評》 
１．三代純平（2006）「「共生社会」実現への対話を触発する― 植田晃次・山下仁編『「共生」の
内実 批判的社会言語学からの問いかけ』」『WEB版リテラシーズ』3巻2号，くろしお出版，2
8-32頁 
 
《研究助成》 
（研究代表者） 
１．早稲田大学特定課題研究助成費「専門学校における留学生の実態調査研究－日本語支援シス
テム構築のために」（2007年度，特定課題B，課題番号2007B-314） 
２．科学研究費補助金「韓国人留学生の留学生活における学びの形成に関する調査研究」（2008
年度－2009年度，特別研究員奨励費，課題番号20・6294） 
 
（研究分担者） 
１．科学研究費補助金「「共生日本語」教育構築の試み－「共生日本語」による教室実践モデル開
発」（2007年度－2009年度，萌芽研究，課題番号 19652049，研究代表者：細川英雄）
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